
技術指導現場における
課題・提言について

宮崎県農政水産部
広域普及指導員
黒木修一

口蹄疫対策へのご支援
ありがとうございます。

• 全国から、人的・経済的支援をたくさんいただ
いております。

• また、多くの応援メッセージをいただいており
ます。

心よりお礼申し上げます。



今日の内容

• 宮崎県では、生物農薬を始めとするＩＰＭ技術
が少しずつですが定着しつつあります。

• 宮崎県の生物農薬普及の事例を基に、技術
普及上で問題となった点を紹介します。

• 普及のために必要であった「隙間の技術」と
普及手法についても紹介します。

最初に結論
• 技術を普及させるには、普及組織の活用を！

• 視野の広いコーディネーターやプロデューサー
の育成を！

• 普及では９５％の成功は「失敗」。

• 良い技術・資材があっても、他の技術と組合せ
ることができなければ普及しない。技術と技術
をつなげる隙間の技術・資材の開発を！



IPMの概念は、
いくつの堤防で病害虫が防げるか

周
辺
除
草

防
虫
ネ
ッ
ト

化
学
農
薬

生
物
農
薬

波が作物に
届かなければ勝ち！

でも、ＩＰＭの話しをよく聞いていると、
堤防の高さを話していることがある
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教科書にある病害対策は
多くの知識が必要としている

• 温度

• 湿度

• 先天的（品種）

• 後天的（肥料）

発病

誘因（環境
条件）

主因（病原
菌）

素因（植物
の素質）
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施設作における病害の発生と季節
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施設きゅうりでの防除の重心

改善後・良くなった 改善前・悪かった

古い資材は汚れている

燃油高騰対策で、古い資材による多層被覆はむしろ推奨されている。



きゅうり褐斑病菌の付着場所

資材 付着胞子量(胞子/6cm２)

被覆用ビニール １．０

パイプ ３．０

支柱 ２３．７

潅水チューブ １９８．３

（狭間：１９８７）

９ １０ １１ １２ １ ２ ３ ４ ５月

作業が発病を助長している可能性が
あるもの、その対策の啓発も必要。

無加温期 無加温期
加温期
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摘心定植

発病 激発ここで古ダクト等を施
設内に持ち込んでいな
いかチェック
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アザミウマ類の対策アザミウマ類の対策は一回防除ではは一回防除では無理無理
（夏は５～７日、冬は６～８日間隔防除）（夏は５～７日、冬は６～８日間隔防除）

多様な資材

どれも１００点ではないけど、できるだけ導入する



草勢の管理は今まで以上に
病害虫防除と関係してくる

• ピーマンの毛
じはその端的
な例

• 草勢が落ちて
毛じが減れば
天敵の定着数
も減る。

整枝剪定法との関係もある。

シシトウのように放任に近い整枝・選定をするか、
捻枝による整枝を行う場合


